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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期
第１四半期
累計期間

第78期
第１四半期
累計期間

第77期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 1,451,907 3,520,665 9,132,289

経常利益又は経常損失（△）（千円） △23,465 352,770 470,346

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△37,872 193,077 235,344

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 1,003,125 1,003,125 1,003,125

発行済株式総数（千株） 10,821.7 10,821.7 10,821.7

純資産額（千円） 7,991,387 8,397,322 8,249,432

総資産額（千円） 12,502,176 15,796,138 14,392,386

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△3.57 18.22 22.20

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 63.9 53.2 57.3

　（注）１．当社は、連結財務諸表を作成していませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については記

載していません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載していません。

４．第77期第１四半期累計期間は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載していません。

５．第78期第１四半期累計期間及び第77期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため、記載していません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものです。

(1）業績の概況

　わが国経済は、各種メーカーを中心とした生産ラインの前倒しの復旧活動により、東日本大震災前の水準に戻りつ

つありますが、依然厳しい状況が続いています。また、海外の中で特に新興国の景気回復による輸出の伸びに緩やか

な景気回復基調の兆しが見え始めましたが、円高や雇用情勢については依然厳しく、景気は不安定な状況で推移し

ました。

　このような環境下、当社は液晶テレビ用フイルム業界、高機能携帯端末用フイルム業界および化工機器業界で売上

を伸ばすことができました。

　当第１四半期累計期間の売上高は、35億20百万円(前年同期比142.5％増)となりました。最終製品別売上構成比率

は、薄型表示部品関連機器が37.2％(前年同期は31.4％)、機能性紙・フイルム関連塗工機器が23.0％(前年同期は

7.5％)、化工機器が21.4％(前年同期は2.1％)となりました。売上高に占める輸出の割合は、41.4％(前年同期は

32.6％)となりました。売上総利益は、５億12百万円(前年同期比266.4％増)、売上総利益率は、14.5％(前年同期は

9.6％)となりました。これは主に全社的に原価低減に取り組んだことによるものです。販売費及び一般管理費は、１

億74百万円(前年同期比1.5％増)でほぼ前年同期と同額となりました。営業利益は、３億38百万円(前年同期は営業

損失31百万円)、経常利益は、３億52百万円(前年同期は経常損失23百万円)となりました。特別損失に投資有価証券

評価損として21百万円を計上した結果、四半期純利益が１億93百万円(前年同期は四半期純損失37百万円)となりま

した。

　受注高は、41億10百万円(前年同期比29.8％減)、その内輸出受注高は12億43百万円(前年同期比68.7％減)となりま

した。受注残高は84億９百万円(前年同期比32.6％増)、その内輸出受注残高は20億95百万円(前年同期比48.3％減)

となりました。

　個別の受注金額については、中国市場を最終需要先とした国内企業をはじめ、韓国、中国、台湾の企業でも大変厳し

いものとなっています。また現在の円高の状況は、今後の受注や収益にも大きく影響してくるものと考えておりま

す。品目別内訳は、スマートフォンなどの高機能携帯端末や液晶テレビなど薄型表示部品用の光学フイルム塗工装

置、太陽光パネルや二次電池用などのエネルギー関連部材用塗工装置ならびにタッチパネル用ハードコートフイル

ム等の塗工装置が大半を占めております。受注環境としては、CO2削減という国際公約はもとより、震災復興の関連

からも環境関連やエネルギー関連の投資は続くものと考えております。　

　なお、上記の金額には、消費税等は含まれていません。また、当社は単一セグメントのため、セグメントごとの業績

等は記載していません。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期累計期間の研究開発活動に要した費用は、総額18百万円となりました。

　なお、当第１四半期累計期間における研究開発活動の状況に重要な変更はありません。また、当社は単一セグメン

トのため、セグメントごとの研究開発活動については記載していません。

(4）財政状態の分析

　総資産は、157億96百万円(前期末比9.8%増)となりました。これは主に現金及び預金と売上債権の増加によるもの

です。負債は、73億98百万円（前期末比20.4%増）となりました。これは主に仕入債務および借入金の増加によるも

のです。純資産は、83億97百万円(前期末比1.8%増)となりました。自己資本比率は、53.2%(前期末は57.3%)となりま

した。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,821,720 10,821,720
大阪証券取引所

市場第２部

単元株式数

1,000株

計 10,821,720 10,821,720 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項ありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 10,821,720 － 1,003,125 － 515,858

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 223,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,551,000 10,551 －

単元未満株式 普通株式 47,720 － －

発行済株式総数 10,821,720 － －

総株主の議決権 － 10,551 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれて

います。なお、この株式は名義書換失念株式となっています。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

井上金属工業株式

会社

大阪市中央区久太

郎町二丁目５番28

号

223,000 － 223,000 2.06

計 － 223,000 － 223,000 2.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、暁監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,871,611 4,593,788

受取手形及び売掛金 5,518,535 6,302,977

仕掛品 222,894 259,774

原材料及び貯蔵品 42,046 54,458

その他 193,805 104,699

流動資産合計 9,848,893 11,315,698

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 984,950 973,308

機械及び装置（純額） 379,662 368,592

土地 1,836,867 1,836,867

その他（純額） 134,045 110,332

有形固定資産合計 3,335,526 3,289,101

無形固定資産 37,464 33,231

投資その他の資産

投資有価証券 703,227 694,774

その他 469,574 465,631

貸倒引当金 △2,300 △2,300

投資その他の資産合計 1,170,501 1,158,105

固定資産合計 4,543,493 4,480,439

資産合計 14,392,386 15,796,138

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,707,617 4,252,771

短期借入金 531,832 905,084

未払法人税等 32,394 139,586

前受金 458,865 351,078

引当金 77,568 64,284

その他 128,316 250,664

流動負債合計 4,936,594 5,963,470

固定負債

長期借入金 59,045 283,002

退職給付引当金 480,666 485,694

資産除去債務 8,898 8,898

その他 657,750 657,750

固定負債合計 1,206,359 1,435,344

負債合計 6,142,953 7,398,815
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,003,125 1,003,125

資本剰余金 515,858 515,858

利益剰余金 5,883,584 6,023,671

自己株式 △108,082 △108,082

株主資本合計 7,294,485 7,434,572

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,344 18,147

土地再評価差額金 944,602 944,602

評価・換算差額等合計 954,946 962,750

純資産合計 8,249,432 8,397,322

負債純資産合計 14,392,386 15,796,138
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,451,907 3,520,665

売上原価 1,312,126 3,008,541

売上総利益 139,781 512,123

販売費及び一般管理費 171,502 174,020

営業利益又は営業損失（△） △31,721 338,103

営業外収益

受取利息 859 481

受取配当金 9,586 10,497

その他 1,968 6,576

営業外収益合計 12,414 17,554

営業外費用

支払利息 2,652 2,511

その他 1,505 375

営業外費用合計 4,158 2,887

経常利益又は経常損失（△） △23,465 352,770

特別損失

投資有価証券評価損 － 21,894

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 22,998 －

特別損失合計 22,998 21,894

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △46,463 330,876

法人税等 △8,590 137,799

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,872 193,077
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。 

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・

フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償

却費を含む。）は、次のとおりです。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 46,111千円 40,877千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 52,999 5 平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 52,990 5 平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成23年４

月１日　至平成23年６月30日） 

当社は、機械器具製造業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△3円57銭 18円22銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額は四半期純損失金額（△）

（千円）
△37,872 193,077

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△37,872 193,077

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,599 10,598

　（注）１．前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

２．当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載していません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

役員賞与の算定方法

平成19年３月期より法人税法の改正により一定の要件を満たす役員賞与が損金として認められることになりま

した。当社は、監査役会設置会社のため、利益連動給与の支給を採用することを平成19年６月の取締役会にて決議

し、そのための要件として平成24年３月期における役員賞与の算定方法を四半期報告書に開示しております。

①当社の役員賞与の支給総額は次のとおりとする。

ｉ個別財務諸表における損益計算書の経常利益が350,000千円以下の場合は支給しない。

ii個別財務諸表における損益計算書の経常利益が350,000千円を超えた場合は、経常利益の2.2％（当期上限枠

122,400千円）を支給する。ただし、役員報酬総額（役員給与及び役員賞与の合計額）は、株主総会の役員報酬の

限度額を超えないものとする。

②監査役会の承認

　監査役会設置会社のため、監査役の過半数が算定方法について適正である旨を記載した書面を受領している。

③当社の役員賞与の各役員への配分方法

取締役社長 役員賞与総額の37％ １名

専務取締役 役員賞与総額の32％ １名

常務取締役 役員賞与総額の28％ １名

取締役 役員賞与総額の１％ ３名

ただし、非常勤の取締役は支給の対象としない。また、実際の各人別支給額は、10千円以下は切り捨てて処理しま

す。

取締役の各役職は、平成23年６月の取締役会で選任されたすべての業務執行役員とし、その後の昇格・降格が

あった場合でも配分割合は変更しない。

上記の役員賞与は、法人税法、会計基準などで要求されている要件を満たすことが前提となるが、これらを満たす

ことが困難であると認められた場合は、取締役会決議により役員賞与を支給しないことを決議できるものとす

る。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月９日

井上金属工業株式会社

取締役会　御中

暁監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 沖　祐治　　印

 業務執行社員  公認会計士 津田穂積　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている井上金属工業株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第78期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、井上金属工業株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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